
元気に働けている間に承継できるよう、

計画的に取り組むことが重要です

～事業承継とは～

農業経営の

承継先のこと、

考えていますか。

事
業

承
継

農地・機械などの目に見える有形資産と、

技術・人脈など目に見えない無形資産も

次の経営者に引き継ぐことです。

農業者
の方へ

詳しくは
裏面へ

円滑な事業承継には通常５～10年かかると

いわれています。病気等で働けなくなってからではなく､

計画的に進めていくことが重要です。

後継者への伴走期間を十分持つことで、経営発展に結び
つく事例が多くなっています。

伴 走 期 間

引 退 戦 略

受け入れ
準備期間

現経営主

後継者

バトンタッチ

就農
準備

見習い
期間

基礎
実務

応用
実務

経営
全般

エントリー 約10年

事業承継計画のイメージ

※「農業経営の円滑な継承に向けて－進め方とポイント－」 執筆：山本淳子
（中央農業研究センター）より引用

早めの準備で、成長する農業経営に

事業承継を円滑にすすめるにはあなたの農業経営の内容を

誰に対してもわかりやすく説明できるように
しておくことも大切です。

農業
機械

経営
理念

まずは、①気持ちを整理し、②承継する有形・無形の資産の見える化を
進めましょう。気持ちの整理を行う上で、第三者の意見を聞くことも大切です。
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円滑な事業承継に向けた流れ

円滑な事業承継のためのチェックリスト
今の状況を
チェック！

ステップ
１

事業継承の
必要性を確認

経営状況・
資産(有形・
無形)の把握

第三者を
交えての
話合いも
検討！

後継者と
これからの
経営方針等の
検討・共有

事業承継
計画の作成

事業承継
計画の実行

事業承継
すべきか

候補者がいる

いない

いる

承継したい

承継しない

事業承継に向けた
準備の検討

第三者承継

従業員、新規就農者から
後継者を探す

廃業に向けた
手続きの検討

資産の有効な活用
を検討

第三者へ承継する
場合は、資産価値
の妥当な評価が
大切

ステップ
２へ

農地は農地中間管理機
構等に相談、利用可能
な農業機械や施設の場
合は引き取り手を探す
など、有効な引継ぎ先
を検討しましょう

家族の場合でも円滑な事業承継には、後継者との話し合いが不可欠
です。「わかっているはず…」と考えず、まず話し合いましょう。

１対１では話しにくいと感じる場合は、信頼できる第三者を交えて
話し合いの場を持つことも有効です。

農地の場所や権利関係、経営収支の状況、取引先や取引

状況、農作業のノウハウなど、あなた以外の方にも
経営内容がわかる(説明できる)ようになって
いますか？

ステップ
２

あそこの畑は
○○病が出る
から、品種は
▲▲を使わな
いと…

あそこの農地の
境は、わかりに
くいからな…

●●からの借り
入れは俺しか知
らないかも…

経営状況を見えるように整理

参考資料

農業の経営を誰に承継したいのか確認から

これまで続けてきた農業をこれからも続けていくのか、

それとも終わらせるのか自分の気持ちを整理する
ことからスタート。

第三者の意見を
聞いてみるのも
重要！

Q:あなたの経営の将来の承継先を考えていますか
□承継先に関して
□承継時期に関して

Q:経営状況をみえるように以下の整理ができていますか。
□農地に関して
□取引先に関して
□財務内容に関して

事業承継リーフレット公開中

詳細は
コチラ
から
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千葉県農業者総合支援センター
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